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岩手 県 北 にお け るエダ マ メ栽 培 法

第 2報 エダマメに対する窒素施用効果
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Cultivation of Green Soybeans in tho Northern Area of I、 va" Prefecture

2  Effect of nitrogen fertilizer application for green soybeans
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重要となっている。ここでは収量,上奏率,外観の向上等
1  は  じ め に を目的とした基肥窒素の施肥技術について検討した。

エダマメは岩手県野菜の主要品目の一つであり,近年急
2試 験 方 法速に栽培面積が増加している。しかし,品質が劣り,収量

も低い事例がみられ,栽植様式,施肥法等栽培法の確立が   は)試験区の構成  表 1に示した。

表 1 試験区の構成

注 各処理とも炭カル10り/a,P20525り /a,K2018た ,/aを施用

2)耕種概要                     を示したが,収穫期には劣り,全重,薬重が軽く,減収と

供試品種は中生種の「お、くら」を用い,播種は昭和61年  なり,堆肥の増量による増収 ,品質向上効果は認められな
が 5月 15日 ,昭和62年が 5月 18日 に行った。栽植様式はう  かった。
ね幅120御 ,株間24ぃの 2条 1本立て (694本 /α )と し,   速効性N15倍,2倍区は慣行区並の生育経過を示し,
9224Bマ ルチを使用した。試験場所は場内で,土壌は厚層  収量 (有効薬重 )が並～やや減収であり増肥による収量増
腐植質黒ボク土 (大津統 )である。            は認められなかった。

LP-70因ま開花期頃までは慣行区並の生育であったが ,
3試 験 結 果 その後の生育が劣り,全重,奏重が軽く,減収した。

ll)昭和61年度                    LP-100区 は開花期頃以降生育が勝り,全重,美重が

堆肥 2倍区は開花直前 (7月 24日 )まで慣行区並の生育  多くやや増収した。

表2 生育 (61年 )

処  理  区
堆厩 IE

(んθ/a )

基 1巴 N(″ /a)
備 考

速効 性 緩 効性

1慣

2 堆 肥 2
3 速効N15倍 区
4 速 効 N2倍
5 LP― LPコ ート70日 タイプ

6 LP-100 LPコ ート100日 タイプ

処  理  区
7月 2日 7月 23日 8月 28日 (収穫日 )

丈
＞
草
輸
主茎長
(m)

節 数 分枝数
丈
ω
草
＜
主茎長
〈m) 節 数 分枝数

主茎長
(m) 分枝数

全 重
(り /a)

1慣  行  区
2堆 肥 2倍 区
3 速効性N15倍 区
4 速効性N2倍 区
5 LP- 70区
6 LP-100区

32 5

322
32 1

28 6

306
31 4

16 1

16 1

16 2

148
156
158

74
73
74
71
73
75

12
11
13
06
11
14

55 5

545
54 6

528
55 8

59 1

34 9

339
346
33 5

355
368

122

123

12 6

127
12 8

13 1

65
63
67
63
63
65

47 8

46 5

46 2

42 6

453
47 5

75
76
80
76
75
77

250 2

2344
247 8

244 0

231 1

27'7
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表3 収量 (61年 )

処  理  区
株 当 り

稔実業数

稔実奏一

奏内粒数

稔実業の粒数此率
(%) 泰  重

(均 /a)
稔実業重

(″/a)
有効葉率

(%)

有効薬重

(切 /a)
左の指数

I粒 2粒 3粒

1慣  行  区
2堆 肥 2倍 区
3 速効性N15倍 区
4速効性N2倍 区
5 LP-70区

` LP-100 
区

696
692
67 9

72,
57 1

71 0

192
1 92

1 92

1 86

1 92

1 '3

307
303
29 2

333
299

297

466
478
502
47 4

49 8

488

22 8

22 0

20 6

194
209
21 6

955
868
957
,5 4

824
100 2

930
844
93 1

93 5

792
,75

817
80 7

81 6

78 2

,99
809

76 0

68 2

760

73 0

648
78 9

100

90

100

96

85

104

(21 昭和62年度                    同様認められなかった。

堆肥 2倍区は収穫期の生育量では最もすぐれていたが,   LP-70区 は収穫期まで慣行区と同等の生育であり,収
有効葵率,上葵率が低くやや減収となった。         量も慣行区並で増収効果は認められなかった。
速効性N15倍,2倍区は慣行区並の生育経過を示 した  LP-100区は生育は慣行区と同程度であったが,有効
が,収量はほぼ慣行区並で,増肥による増収効果は前年度  葵率,上葵率で最も勝っており,収量増加に結びついた。

表4 生育 (62年 )

注 有効葵 ;2粒以上を含んだ葵
上 葵 ;有効奏のうち不稔粒のない完全葵

しかし,100日タイプの被覆尿素では上葵率,収量の増
4 ま  と  め

加傾向がみられており,エ ダマメの後期栄養の改善に効果

エダマメの収量,品質の向上をねらいとして窒素の施肥  があるものと思われた。
技術について検討したが,速効性窒素及び70日 タイプの被   なお,今後は100日 タイプの被覆尿素の基肥施用量,速
覆尿素の増施による地力向上効果については明らかではなっ  効性窒素追月巴の時期と量 ,堆月巴の適正施用量等について検
た。また,堆肥の増施効果についても判然としなかった。  討の予定である。

処  理  区
7月 4日 8月 21日 (収 穫時 )

丈
＞”

草
＜

長
＞
茎

御

主
＜ 節  数 分枝数 草 丈(m)

主 茎長
(m)

節  数 分枝数 全 重
(″ /a)

1慣   行  区
2堆 肥 2倍 区
3 速効性N15倍区
4速効性N2倍 区
5 LP-70区
6 LP-100区

404
41 3

394
423
412
40 5

22 0

220
214
23 1

227
22 1

'798
96
103
9,
96

34
38
34
38
35
35

78 1

81 3

756
830
323
78 1

385
41 3

364
420
41 7

391

129
134
127

129

13 1

130

61
61
58
61
61
60

236 0

2533
2242
2290

222 1

2367

表5 収量 (62年 )

処  理  区
1本 当た り 有効奏率

(%)

上葵率

(%)

a当 た り収 量 (り )
全奏数 有効奏数 上奏数 有効奏 左の指数 上  奏 左の指数

1慣   行  区
2堆 肥 2倍 区
3速効性N15倍区
4速効性N2倍 区
5 LP-70区
6LP-100区

57 5

61 8

591
58 9

594
57 5

416
41 7

43 4

43 0

436
45 1

35 9

845
37 4

358
36 8

40 1

723
674
73 4

'29733
78 4

62 4

55 '

633
608
61 9

697

85 7

83 4

849
892
875
87 9

75 5

71 1

,49
761
75 4

793

100

'499

101

100

105
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